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論文内容の要旨

本論文は鋼の水素ぜい化を対象とし，鋼中の水素の挙動主として水素の拡散および鋼の水素ぜ

い化に影響する諸要因と水素ぜい化との関係を取扱った研究をまとめたものであり，緒言および

5 章より構成され，その要旨は次のとおりである。

緒言では，鋼の水素ぜい化に起因する工業上の弊害，問題を提議し，この問題を解明するにあ

たって，鋼の水素ぜい化の多岐にわたる因子を整理し，これらの要因および要因聞の相互作用を

把握することによって目的を達成し得る可能性のあることを述べている。

第 1 章および第 2 章では前記の観点に基ずいて，鋼中の水素拡散に関して，鋼中の水素の基本

的な拡散過程および水素拡散におよぼす鋼の組織，塑性変形量および負荷応力の影響を調べると

ともに，水素拡散の理論的な取扱い方の詳細を記し，実験結果との比較検討を行なっている。

第 3 章では定荷重水素ぜい化試験 (C. L. R. 試験)によって鋼の水素ぜい化現象をとらえ， 市

販構造用鋼およびその溶接継手部の水素ぜい化感受性を検討し，さらに組織および合金元素によ

り水素ぜい化感受性が異なることを示している。

第 4 章では鋼の水素ぜい化に対する鋼の組織的な因子ならひ1乙組成的な因子の影響についての

詳細を明確に記述している。

第 5 章では鋼の水素ぜい化と水素拡散との関連性を実験的に明らかにし，鋼の水素ぜい化は水

素拡散に依存し，第 1 章に記した理論的な水素拡散式により，水素ぜい化にともなう水素われ発

生が推定され得ることを述べている。そして第 1 章から第 5 章までの実験的に把握し得た個々の

要因および要因間の関係を総合し，鋼の水素ぜい化に対する見解を記し，従来の説との比較を行

なっている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は多岐にわたって錯綜している鋼の水素ぜい化の因子を分類し，従来あまり明確にされ

ていなかった鋼中の水素拡散現象，とくに水素拡散におよぼす鋼の組織と弾性ひずみおよび塑性

ひずみの影響ならびに水素拡散過程と水素ぜい化との関連性を理論的ならびに実験的に明らかに

したものであり，いくつかの新しい知見を与えている。

さらに，本研究により，種々の鋼および鋼溶接部の水素ぜい化感受性が簡便な方法によって推

定出来ることが示されるとともに鋼の水素ぜい化および水素による遅れ破壊の発生を水素拡散過

程の見地から予知し，適切な水素われ防止対策をたて得ることが明らかにされた。

以上に述べたように本論文は単に鋼の水素ぜい化に直接関与する水素拡散の挙動について新知

見を与えているのみでなく，その成果は溶接鋼構造物の設計・施工に対して貴重な基礎資料を与

えるものであって，工学上，工業上貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価

イ直あるものと 3忍める。
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